
いさぎよくあってください 
まぐまぐ殿堂入り・日刊メールマガジン

「今日のフォーカスチェンジ」第2090号 

（2009年7月19日発行）より 

 
私が、一人暮らしを始めたのは、１９歳

のときでした。 

 

大学受験に失敗して、「自宅で浪人しよ

う」などと考えていた私とはうらはらに、 

両親は、「自宅にいては、甘えが出て勉強

にならない」と、予備校の入学書類を取

り寄せ、下宿まで決めてしまったのです。 

（そのころ、予備校のある都市は北海道

では札幌だけで、私の街からは３００キ

ロ以上離れていたのです。通えません…） 

 

その後、大学に進み、東京に出て社会人

になり、一時期、１年ほど帰郷していた

時期はあったものの、実質的には、１０

代の終わりには、親との暮らしは終わり

を告げたといってまちがいないでしょう。 

 

あとで聴いたところによると、１８歳ま

では、親として子どもの生活には責任を

もつけれども、１８歳からは本人の責任

で…と、２人で相談してあったそうです。 

両親の意識のなかに、「子どもは、手放す

ためにある。親とは、別人格の生きもの」 

という考えかたがあったのは、たしかで

す。ともかくも、何の心がまえもないま

まに、私は、一人で、生活することにな

ったのです。 

 

あれから、それなりに長い年月が流れま

した。 

いま、振り返って、両親に感謝すること

はたくさんあるけれども、もしかしたら、

一番の感謝は、この、１９歳での手放し

かもしれないなあと思います。 

それがどれだけの勇気であったか、年月

を経るにつれて、しみじみとわかるよう

になったからです。 

 

残念ながら、私は、親になるチャンスは

逃しましたが、たくさんの子どもたちと

かかわる生活をしています。 

そして、子どもにたいしておとなができ

ることは、最後はたったひとつだけ。い

さぎよく手放すことだということを、こ

れまたしみじみと感じるのです。 

その姿を見て、子どもたちは、自分がお

となになったとき、何をすればいいかが、 

わかるのですから。 

 

おとなにできることは、子どもたちに、

自分の背中（生きかた）を見せること。 

子どもたちが、「ああ、こんなふうに生き

てみたい」と、思える生きかたを示すこ

と。 

 

完璧である必要はないけれど、いさぎよ

くあったほうがいいとは、思います。 

それは、動物の子別れの儀式を見ていれ

ば、よくわかります。 

子どもの、親に対する無垢な愛情を断ち

切ってやらないと、子どもは独立できな

いのです。独立できない子どもは、やが

て死ぬしかないのです。 

 

人間だって同じです。 

どれだけ苦労して育てようと、親の最後

のつとめは、子どもを一人立ちさせるこ

と。一人立ちできると確信するまで止め

おくのではなく、手放してやることで、

一人立ちすることができるのです。 

 

昔は、元服というものがありました。 

本来、成人式がそうであったはずですが、

それが形骸化してしまったいまは、一人

ひとりのおとなが、それを自覚するしか

ありません。 

 

未熟な１９歳だった私は、たくさんの回

り道をしました。それらを乗り越えるこ

とが、私をおおきくしてくれました。 

手放してくれたからこその結果だったと

思っています。 

 

子どもをもつ、そして、子どもとかかわ

るすべてのおとなに、お願いです。 

どうぞ、手放すために、子どもと向き合

ってください。（たいていの場合は）あな

たよりも、未来の世界を見ることができ

る、子どもたちのために、どうぞいさぎ

よくあってください。 

 

それが、いのちをつなぐということなの

です。そのとき、あなた自身が本当のお

となになると言えるのかもしれません。 
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